
企業間連携先進モデル支援︓採択事業者一覧

連携企業名

ジヤトコ株式会社 富士地区 ボイラ設備更新と空調設備燃料転換・更新

株式会社エヌエスシイ 岡山工場 コンプレッサー更新

サントリーホールディングス株式会社

株式会社CSIジャパン 野木工場 コンプレッサー、チラーの更新

東洋製罐株式会社 石岡工場 受電用変圧器の更新
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実施計画書リンク実施概要実施場所
代表企業名

No



１.代表企業のScope3削減に向けた取り組み方針 ２．本事業の実施内容の概要

３．サプライチェーン概要と応募者の構成

4．事業内容及び事業効果 （単位︓t-CO2/年）

1

年間CO2削減量

R5,R6 1,840 1,081

事業実施
時期

サプライチェーン上の位置付け

Scope3削減目標の設定および削減推進取組

代表企業の部品仕入先連携企業 1

エネルギーサービス事業者

資金調達先

日本ファシリティ・ソリューション株式会社

Scope3カテゴリー１の排出量は全体の約60%あることが分かった。
そのことから部品納入企業全体に声掛けを行い、各企業からCO2排出量削減アイテムを選出していただき、その中から
本支援制度を活用し、自社およびサプライチェーンを構成する2社の工場における省CO2型設備への更新を行い、CO2
排出量1,096ｔ/年の削減を図る。

サプライチェーン概略図

2

リース会社

補助事業実施企業名
(ESCO/リース会社/金融機関は対象外)

ジヤトコ株式会社

更新設備の設備所有者
対策前CO2排出

量

Scope3カ
テゴリー

NTT・TCリース株式会社

参加の位置付け
Scope3
カテゴリ

事業実施内容

その他の参画企業

その他の参画企業

3

代表企業 ジヤトコ株式会社

2030年削減目標への取組 2050年削減目標への取組

ジヤトコでは、自社の排出量（Scope1,2）だけでなく、サプライヤー全体のCO2排出量を
明確にし、2050年までにバリューチェーン全体でのCO2排出量ゼロを目標として取組んでい
ます。
Scope3のCO2削減活動としては、サプライヤーに対してカーボンニュートラル取り組み状況を
現在調査中。
今後、調査結果を集計し削減計画を作成していく。

原材料調達からリサイクルまでの一連のライフサイクルにおける環境影響を評価し、当社事業
活動とサプライチェーンのCO2排出量削減に取り組み、2050年までにバリューチェーン全体で
のカーボンニュートラル実現（100%削減）を目指します。

補助
事業
No.

代表企業 - ボイラ設備更新と空調設備燃料転換・更新

対策の種類

設備更新と
燃料転換組合せ

参加企業名

ジヤトコ株式会社

株式会社エヌエスシイ

株式会社エヌエスシイ

参加の位置付

代表企業

設備更新連携企業 1 コンプレッサー更新 R5 287同左 15

4

5

6

合計 2,127 1,096

<連携企業①>

株式会社エヌエスシイ-岡山工場

<代表企業>

ジヤトコ株式会社-5工場及び8工場

<その他の参画企業①>

JFS(ジヤトコ株式会社が利用する)

部品納入

<その他の参画企業➁>

NTT・TCリース(JFSが利用するリース会社)



１.代表企業のScope3削減に向けた取り組み方針 ２．本事業の実施内容の概要

３．サプライチェーン概要と応募者の構成

4．事業内容及び事業効果 （単位︓t-CO2/年）

合計 685 201

6

5

4

R5,R6 42 14

3

187

2 連携企業 1 東洋製罐株式会社 同左 設備更新 受電用変圧器の更新

1 連携企業 1 株式会社CSIジャパン 同左 設備更新 コンプレッサー、チラーの更新 R5,R6 643

補助
事業
No.

参加の位置付け
Scope3
カテゴリ

補助事業実施企業名
(ESCO/リース会社/金融機関は対象外)

更新設備の設備所有者 対策の種類 事業実施内容
事業実施
時期

対策前CO2排出
量

年間CO2削減量

東洋製罐株式会社 連携企業 1 包材の製造・販売者

サントリーホールディングス株式会社 代表企業 包材の購入者

代表企業 サントリーホールディングス株式会社

2030年削減目標への取組 2050年削減目標への取組

「環境目標2030」で,自社拠点で50%、バリューチェーン全体で30%のGHG排出削減と
（※）いう環境目標を掲げています。(※2019年の排出量を基準）全世界の自社拠点、
ならびに自社拠点以外も含めたバリューチェーン全体でのGHG削減に取り組み、グループ全
体でサステナビリティ経営を推進しています。

サントリーグループでは2014年に策定した「環境ビジョン2050」を2020年に改定。2050年
までにバリューチェーン全体で温室効果ガス排出の実質ゼロを目指す目標を掲げました。省エ
ネルギー活動の推進、再生可能エネルギーの積極的な導入、次世代インフラの利活用およ
びバリューチェーンのステークホルダーとの協働を通じ脱炭素社会の実現に向けて取り組んでい
ます。

包材の調達は、サントリーグループの国内バリューチェーン全体の排出量の1/3を占めています。今回は、弊社の取引先
である東洋製罐株式会社様と株式会社CSIジャパン様の設備更新の資金を支援することで、CO2排出量削減を進展
させることが可能となります。

サプライチェーン概略図
参加企業名 参加の位置付

Scope3カ
テゴリー

サプライチェーン上の位置付け

株式会社CSIジャパン 連携企業 1 包材の製造・販売者

代表企業

サントリーホールディングス株式会社

グループ内の事業会社にて

酒類・飲料を製造
連携企業②

東洋製罐株式会社

石岡工場

連携企業①

株式会社CSIジャパン

野木工場

飲料缶胴・飲料缶蓋の納入

PETボトルキャップの納入

包材サプライヤー

（カテゴリ１）

代表企業は連携企業から包材を購入。

代表企業のグループ内の事業会社にて酒類・飲料を

製造し、出荷している。


